
『自立支援の実践知』とその検証
～阪神淡路大震災の調査研究から
東日本大震災の支援・調査へ～
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1．阪神淡路大震災との関わり

• きっかけ
• ボランティア論（支援論）

• 草地賢一さんとの出会い
• 黒田裕子さん、大賀重太郎さん、村井雅清さん
との出会い

• 対話型の「調査」
• 現場で何が起きているかを知る・理解する

• 言葉を「聴く」、言葉の意味を自分たちの用語
系とすり合わせる



2．実践知
• 黒田裕子さん（阪神高齢者障害者支援ネットワーク）
「人間と暮らしと地域」「聴く」
「最後まで生ききる」「つなぐ」…

• 大賀重太郎さん（被災地障害者センター）
「隙間と混在」「関係を切らない」 …

• 村井雅清さん（被災地NGO恊働センター）
「何でもありや」「たった一人を大切に」
「最後の一人まで」「十人十色」
「バラバラで、（なお）一緒」
「自立とは支え合い」 …



2．実践知
• 「たった一人を大切に」「最後の一人まで」
〈生の固有性〉
共約可能な欲求 公助の対象 行政の領域
共約不可能な欲求 自助の対象 私的な領域

• 「十人十色」「バラバラで（なお）一緒」
異質性、多様性
弱さvalnarability
ともに在るco-presence

• 「つなぐ」
専門職ボランティア
ネットワーク



3．東日本大震災以降
• 東京大学被災地支援ネットワーク

• 専門職ボランティアの立ち上げ
• 最初は情報共有（メーリングリスト）
• 被災地・支援者からの声に応答（ex.足湯つぶやき分析）
• 自分たちではできないことは出来る人（専門家等）
につなぐ

• 次第に被災地・支援者からの要望が減少
• 被災地を自ら回って御用聞き（→復興グッズ販売支援）

• 熊本地震（九州の大学まわり）



足湯 つぶやき

成果物
分析



ハートニットプロジェクト
復興グッズ・被災地グッズ主宰団体連携会議

まけないぞう



4．まとめ
• 弱さから始まる市民社会の再構築

• 市民社会論における市民像の転換

• 実践知の思想の応用・展開（ex.低周波音問題の事例）

• 言葉（思想）と実践とのパートナーシップ
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